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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し論文調査委員から、自動車やカーポートなどの建物周辺地物の事前処理の必要性の有無、
地物のノイズ除去における主成分分析結果の評価法、空間分割法の利用により分割抽出された壁面の統
合法、航空写真などの他の計測データの活用の可能性、段階的に改良され複数提案されている壁面抽出
手法の使い分け方法、などについて質問がなされたが、いずれも著者から満足のいく明確な回答が得ら
れた。 
また、公聴会においても多数の出席者があり、種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によっ
て質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本論
文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
